
 

 1 

 

共通テスト地理対策 懐かしの問題 第２回 牛・豚・羊 

 

 今回は 1991 年度のセンター試験の問題を回顧してみましょう。ヨーロッパ各国におけ

る牛・豚・羊の飼育頭数がどうなっているかを問うた問題となっています。ちゃんと勉強

していれば解けますが、うろ覚えだと失点する可能性のある問題です。本番ではぜひ正解

したいレベルの問題です。ぜひやってみてください。 
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【問題】 

次の図１は，牛・豚・羊の三種類の家畜について，農用地面積(耕地面積と牧場・牧草地

面積の合計)当たりの飼育頭数を示したものである。ア・イ・ウに該当する家畜名の正しい

組み合わせを，次の①～⑥のうちから一つ選べ。[1991 年 センター試験地理Ｂ 追試] 

 

 

図 １ 

 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

ア 牛 牛 豚 豚 羊 羊 

イ 豚 羊 牛 羊 牛 豚 

ウ 羊 豚 羊 牛 豚 牛 
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【解答】 

➀  

 

【解説】 

 一瞬難しいかなと思いきや、基礎的な力があれば正答にたどり着けると思います。 

ヨーロッパにおいて、豚の飼育頭数・豚肉生産量統計の上位に顔を出すのはスペインや

ドイツです。ドイツは、かつて三圃式農業が営まれていた時代に、冬季に豚を中心とする

家畜を間引く必要があり(牧草や餌の量が限られていた)、その関係で保存が利く塩漬けに

する文化が発展し、ハム、ソーセージ、ベーコンなどの生産量が多くなりました。スペイ

ンではイベリコ豚が有名ですよね。イベリコ豚は、コルクガシの実(ドングリ)を主な餌と

しています。イベリコ豚はドングリを食べることで、肉質が良く、さっぱりとした甘みの

ある脂身が特徴とされています。よって、ドイツ(西ドイツ)とスペインがともに単位面積

当たりの飼育頭数が多くなっているイに該当します。なお、オランダ、デンマーク、ポー

ランドなど、ややヨーロッパ北部に位置する国では豚飼育が盛んです。最後のページの統

計データで確認しておいてください。 

羊に関しては、アイルランドやイギリスなども牧羊が盛んですが、イタリアやスペイン

などでの移牧も盛んです。移牧は、高さの変化を伴う牧畜形態で、夏季の暑い時期には高

所で家畜を飼い、冬季の寒い時期には低所で家畜を飼う形態です。ヨーロッパでは南部が

新期造山帯に当たり、移牧が盛んです。よって、南部を中心に単位面積当たりの飼育頭数

が多くなっているウに該当します。イギリスは 2022 年の羊の頭数で 10 位にランクインす

るほどの牧羊国なので、ウにおいて、イギリスが単位面積当たりの飼育頭数が 100 頭以上

の指標となっていることを判断基準にしても良いでしょう。 

残る牛がアに該当します。フランスは 2022 年の牛肉の生産量で 10 位にランクインする

ほどの混合農業国なので、アにおいて、フランスが単位面積当たりの飼育頭数が 70～100

頭の指標となっていることを判断基準にしても良いでしょう。 

 最後に統計を見ておきましょう。 
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次のページにも統計データがあります。 
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出典『データブック オブ･ザ･ワールド 2025』 

 

 

 

 

 

 


